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和
 

婦

入

と

選

塁

槽

 

選
挙
委
員
長
 

四
月
は
全
く
選
挙
の
月
で
あ
つ
た
．
選
挙
 

の
準
備
に
始
ま
つ
て
、
選
挙
に
終
つ
た
と
 

云
つ
て
よ
い
程
で
あ
る
．
臨
時
選
挙
人
名
 

簿
り
作
成
、
衆
議
院
識
員
立
候
補
者
の
立
 

会
演
説
会
の
開
催
、
之
に
前
後
し
て
公
朋
 

選
挙
の
啓
蒙
且
伝
、
棄
権
防
止
の
督
励
等
 

A
．
相
当
に
頑
張
り
統
け
た
．
中
選
挙
の
 

前
日
及
び
当
日
は
役
場
並
に
、
伊
方
小
学
 

校
の
放
送
加
設
を
利
用
し
て
午
前
、
止
慶
 

に
亘
り
、
有
橋
者
に
或
は
訴
へ
、
或
は
協
 

力
を
求
め
た
．
然
る
に
も
揃
ら
す
投
票
率
 

は
四
月
十
九
日
執
行
の
衆
臓
院
議
員
の
選
 

挙
が
有
権
者
八
、
 
「
」
一
名
、
 

投
票
者
 

七
、
一
西
一
名
で
八
九
・
一
％
．
四
月
一
一
 

十
四
日
の
参
議
院
議
員
の
選
挙
が
有
権
者
 

八
、
一
二
九
名
、
投
票
者
七
、
一
O
五
名
 

で
八
七
・
四
％
と
云
う
投
票
成
績
に
終
つ
 

た． 
当
局
と
し
て
は
、
予
想
外
の
不
成
績
に
、
 

尚
努
力
の
不
足
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
る
．
 

只
一
般
に
選
挙
熱
が
低
調
で
其
の
成
績
が
 

悪
か
つ
た
為
、
当
村
の
抑
嫡
華
が
不
成
績
 

の
中
に
も
、
郡
内
箔
一
位
で
あ
つ
た
こ
と
 

と
、
公
明
選
挙
の
宣
伝
が
、
幾
分
徹
底
し
 

た
と
思
は
れ
る
結
果
、
今
ま
で
の
所
で
は
 

選
挙
違
反
事
件
の
な
い
こ
と
が
せ
め
て
の
 

慰
め
で
あ
る
．
 

高
 

津
 

久
 

雄
 

此
の
度
行
は
れ
た
、
雨
度
の
選
挙
に
於
て
 

強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
事
は
、
婦
人
票
の
 

存
在
で
あ
る
．
婦
人
票
は
確
笑
で
あ
る
と
 

云
は
れ
、
又
婦
人
票
の
獲
得
が
な
け
れ
ぽ
 

当
選
は
六
ケ
敷
と
ま
で
考
へ
ら
れ
て
来
た
 

こ
と
で
あ
る
．
 

此
の
事
実
は
婦
人
の
参
政
権
獲
得
を
意
義
 

付
け
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
又
婦
人
の
 

地
位
の
向
上
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
喜
 

ん
で
よ
い
と
思
う
．
だ
が
婦
入
が
真
実
に
 

政
治
を
理
解
し
、
選
挙
の
意
義
を
了
知
す
 

る
等
、
政
治
に
対
す
る
知
識
の
向
上
が
、
 

其
の
存
在
を
認
識
せ
し
め
て
来
た
と
云
う
 

の
で
な
く
、
婦
人
は
だ
ま
し
易
い
と
か
、
 

婦
人
は
ま
だ
く
政
治
に
対
す
る
関
心
が
 

薄
い
か
ら
頼
み
さ
え
す
れ
ば
、
立
候
補
者
 

の
誰
れ
彼
の
別
な
く
た
や
す
く
、
票
が
貰
 

へ
る
と
か
云
う
の
で
あ
れ
ば
、
之
は
考
え
 

ね
ば
な
ら
ぬ
重
大
な
る
こ
と
で
あ
る
と
云
 

」
っ
の
だ
．
 

「
生
活
に
朋
日
か
ら
ひ
び
く
と
の
一
票
」
 

だ
い
た
い
選
挙
は
在
民
主
権
り
立
場
に
於
 

て
、
民
衆
が
直
接
政
治
に
参
与
す
る
唯
一
 

の
途
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
．
民
 

主
政
治
の
最
高
の
目
標
と
す
る
所
は
、
一
 

般
国
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
生
活
を
 

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
な
か
ら
ね
ば
な
ら
な
 

い
．
随
つ
て
国
民
に
重
税
を
課
す
る
の
結
 

果
と
な
る
、
再
軍
備
の
問
題
や
、
国
民
の
 

福
祉
増
進
を
前
提
と
す
る
社
会
保
障
制
度
 

の
問
題
等
が
国
会
の
重
要
案
件
と
し
て
取
 

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
と
思
は
 

れ
る
が
、
国
民
大
衆
の
生
活
に
、
直
接
に
 

つ
な
が
る
問
題
が
政
治
の
争
点
と
し
て
国
 

民
関
心
の
下
に
も
つ
と
ノ
、
論
臓
さ
れ
て
 

も
艮
い
と
思
う
．
国
民
大
衆
の
生
活
に
直
 

接
関
連
を
持
つ
、
即
ち
国
民
の
日
常
生
活
 

に
於
て
身
近
か
に
感
す
る
主
食
の
値
段
の
 

問
題
や
、
電
燈
料
金
の
問
題
や
、
汽
車
貿
 

の
値
上
げ
問
題
等
が
国
民
の
深
い
関
心
を
 

前
に
、
政
治
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
つ
て
こ
そ
政
治
家
も
宜
剣
に
国
民
 

の
た
め
の
政
治
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
 

こ
と
に
な
る
．
此
処
に
於
て
初
め
て
一
票
 

が
生
活
に
響
く
貴
重
の
一
票
と
な
り
、
又
 

吾
等
の
日
常
生
活
と
政
治
と
の
つ
な
が
り
 

が
結
ば
れ
て
来
る
．
 

今
日
の
実
態
は
ど
う
か
？
主
食
の
値
段
が
 

上
つ
て
も
、
電
燈
料
金
が
上
つ
て
も
、
汽
 

車
質
が
上
げ
ら
れ
て
も
、
結
局
は
役
所
の
 

天
下
り
案
が
そ
の
ま
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
 

と
な
り
、
国
民
の
立
場
に
於
て
は
之
に
対
 

し
不
平
を
云
う
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
 

巳
む
を
得
ぬ
も
の
と
し
て
見
の
が
さ
れ
て
 

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
 

或
る
瞥
物
に
依
る
と
英
国
で
は
だ
い
ぶ
ん
 

様
子
が
違
う
様
で
あ
る
．
 

国
民
の
台
所
に
直
援
響
く
よ
う
な
問
題
は
 

政
治
家
が
徹
底
的
に
究
明
す
る
し
、
又
究
 

朋
し
な
い
よ
う
な
政
治
家
は
、
民
衆
か
ら
 

見
離
さ
れ
る
．
二
十
七
年
三
月
、
バ
ト
ラ
 

1
相
が
作
成
し
た
新
し
い
耐
乏
政
策
の
予
 

算
案
が
財
政
専
門
家
の
間
で
議
論
さ
れ
た
 

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
其
の
耐
乏
 

政
策
の
中
に
盛
ら
れ
た
、
パ
ン
の
値
上
げ
 

問
題
が
全
国
民
の
間
で
と
り
わ
け
婦
人
の
 

間
で
白
熟
的
に
討
論
さ
れ
た
と
云
う
と
と
 

で
あ
る
、
さ
す
が
は
民
主
政
治
の
国
だ
と
 

考
へ
ら
れ
る
．
 

家
庭
の
主
婦
が
政
治
や
経
済
の
動
き
に
全
 

く
無
関
心
で
あ
つ
た
為
、
講
演
者
の
ロ
車
 

に
乗
つ
て
不
用
の
毛
糸
を
あ
わ
て
、
沢
山
 

買
い
込
み
、
店
の
者
を
驚
か
し
た
と
云
う
 

ナ
ン
セ
ン
ス
が
方
城
村
に
も
あ
つ
た
と
聞
 

い
て
い
る
．
 

今
度
の
選
挙
に
於
け
る
万
城
村
の
婦
人
の
 

投
票
率
は
決
し
て
男
子
の
そ
れ
に
劣
つ
て
 

い
な
い
が
、
選
挙
す
れ
の
し
な
い
、
無
垢
 

な
新
し
い
選
挙
橿
の
分
野
と
し
て
の
婦
人
 

票
が
、
菓
子
袋
一
個
で
気
安
く
、
せ
し
め
 

ら
れ
た
り
、
情
実
で
軽
く
扱
は
れ
る
が
如
 

き
し
と
は
あ
り
も
し
ま
い
が
、
婦
人
の
名
 

誉
の
為
に
も
断
じ
て
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
 

こ
と
で
あ
る
．
 

選
挙
権
を
、
貴
重
の
一
票
と
す
る
為
に
は
 

婦
人
自
か
ら
の
政
治
的
知
識
の
向
上
が
望
 

ま
し
い
．
そ
の
為
に
は
も
つ
と
婦
人
が
新
 

聞
を
読
み
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
、
名
士
の
講
 

演
を
聞
く
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
 

う
，
女
の
く
せ
に
と
云
う
婦
人
自
か
ら
を
 

卑
下
す
る
古
い
言
葉
を
婦
人
の
立
場
か
ら
 

棄
て
る
時
代
の
来
て
い
る
こ
と
を
告
げ
た
 

い
の
だ
．
 

公
民
館
研
究
大
会
を
省
み
て
 

公
 

民
 

館
 

係
 

五
月
十
八
日
公
民
館
及
丸
山
公
民
分
館
共
 

催
し
た
が
、
此
の
大
会
動
機
は
分
館
長
会
 

催
の
も
と
に
、
公
民
分
館
研
究
大
会
を
開
 

議
に
お
い
て
、
今
後
の
分
館
活
動
も
如
何
 

)
 

に
推
進
す
れ
ぱ
効
果
が
あ
る
が
と
云
う
、
 

愛
村
精
神
の
輿
論
の
結
集
の
も
と
に
本
大
 

会
を
、
開
催
す
る
運
ひ
と
な
つ
た
．
幸
に
 

し
て
各
関
係
者
の
公
民
館
活
動
に
対
し
て
 

理
解
あ
る
考
え
に
依
つ
て
、
会
は
盛
大
に
 

開
会
さ
れ
、
県
社
会
教
育
課
下
川
先
生
の
 

臨
席
を
仰
ぎ
、
丸
山
分
館
各
位
の
献
身
的
 

行
為
と
来
賓
各
位
の
熱
心
な
る
研
究
態
度
 

に
依
つ
て
、
終
始
静
粛
、
厳
正
に
し
て
盛
 

会
裡
に
会
を
有
意
義
あ
ら
し
め
た
．
 

左
に
大
要
に
つ
い
て
述
ぶ
．
 

一
、
館
長
挨
拶
 

公
民
館
活
動
は
成
人
教
胃
で
あ
る
、
住
 

み
よ
い
村
造
り
の
た
め
分
館
活
動
の
重
 

要
性
．
 

二
、
敵
育
委
員
長
村
田
挨
拶
 

教
育
委
員
会
の
公
民
館
活
勤
に
対
す
る
 

全
面
的
協
力
に
つ
い
て
述
ぷ
．
 

三
、
丸
山
分
館
長
の
運
営
概
要
に
つ
い
て
 

戸
数
四
〇
戸
、
人
口
二
四
〇
名
の
当
分
 

館
は
中
等
教
育
を
受
け
た
者
が
少
い
の
 

で
、
公
民
館
活
動
と
現
代
の
時
局
に
対
 

処
す
べ
く
、
少
年
教
育
が
必
要
な
の
で
 

之
に
重
点
を
お
く
，
裏
付
と
し
て
予
算
 

が
伴
う
の
で
 

先
づ
産
業
部
（
農
村
）
の
活
動
、
其
の
 

他
各
部
毎
の
活
動
に
つ
い
て
概
要
を
述
 

ぶ
、
特
に
本
年
度
よ
り
食
生
活
の
合
理
 

化
に
重
点
を
お
く
．
 

四
、
産
業
部
発
表
．
 

五
、
少
年
部
珠
算
部
発
表
．
 

大
、
青
年
部
発
表
．
 

七
、
婦
人
部
発
衷
．
 

八
、
下
川
先
生
の
講
話
．
 

1
、
公
民
館
活
動
の
重
要
性
 

公
民
館
は
成
人
を
教
育
す
る
と
こ
ろ
 

で
あ
る
．
 

2
、
従
来
の
社
会
数
育
は
講
義
式
で
あ
つ
 

て
ー
つ
の
方
便
に
過
ぎ
な
か
つ
た
．
 

3
、
現
在
の
社
会
教
育
は
自
主
生
活
を
目
 

的
と
し
て
経
済
（
生
活
）
を
豊
か
に
 

す
る
に
あ
る
。
 

4
、
社
会
教
育
の
定
義
と
し
て
 

イ
、
生
活
の
必
要
を
充
た
す
．
 

ロ
、
公
民
ン
」
し
て
の
権
利
を
公
使
出
来
 

る
様
便
宜
を
計
る
．
 

ハ
、
公
民
と
し
て
の
心
構
を
教
え
る
．
 

ニ
、
生
活
の
安
定
（
倫
理
）
を
計
る
．
 

5
、
公
民
館
の
性
格
と
し
て
、
交
化
的
施
 

設
を
持
つ
こ
と
．
 

場
所
と
し
て
の
公
民
館
で
は
な
く
、
 

分
館
活
動
に
依
つ
て
村
を
活
か
す
こ
 

と． 

6
、
各
専
門
の
全
能
力
の
発
揮
さ
れ
て
、
 

始
め
て
公
民
館
活
動
の
発
展
が
あ
り
 

公
民
館
主
事
の
計
画
如
何
に
よ
つ
て
 

教
育
が
変
る
．
挙
村
一
致
し
て
い
る
 

公
民
館
で
成
績
も
良
い
．
 

九
、
分
科
会
 

各
部
毎
に
割
議
．
 

一
O
、
全
体
討
議
 

4
科
会
で
討
議
さ
れ
た
問
題
を
司
会
 

者
に
よ
つ
て
発
表
．
 

1
、
分
館
長
部
発
表
 

イ
、
分
館
長
は
各
部
よ
り
出
さ
れ
た
る
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問
題
を
ー
つ
に
纏
め
る
事
の
困
難
性
 

が
あ
る
 

ロ
、
国
旗
掲
揚
の
実
行
．
 

ハ
、
各
地
の
特
殊
性
を
活
す
．
 

ニ
、
生
活
改
善
の
研
究
．
 

2
、
産
業
部
発
表
 

イ
、
予
算
に
つ
い
て
．
 

ロ
、
立
毛
品
評
会
に
つ
い
て
．
 

ハ
、
青
年
団
員
の
指
導
に
つ
い
て
．
 

ニ
、
農
村
青
年
に
卑
下
せ
ぬ
様
、
農
業
 

に
興
味
を
持
た
せ
、
良
い
も
の
で
あ
 

る
と
云
う
観
念
の
培
婆
．
 

ホ
、
統
計
資
料
の
作
成
に
つ
い
て
．
 

3
、
少
年
部
発
表
 

イ
、
計
画
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
．
 

ロ
、
P

・
T

・
A
役
員
と
生
徒
と
の
解
 

合
つ
て
仲
好
に
な
る
と
と
。
 

ハ
、
経
費
に
つ
い
て
。
 

4
、
青
年
部
島
嚢
 

イ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
つ
い
て
．
 

ロ
、
運
営
委
員
に
つ
い
て
．
 

ハ
、
青
年
団
員
導
入
対
策
．
 

ニ
、
分
科
会
に
つ
い
て
．
 

1
、 

5
、
婦
人
部
発
表
イ
受
胎
調
節
．
 

ロ
、
生
活
改
善
．
 

ハ
、
母
親
学
級
．
 

」
、
婦
人
◇
員
の
認
識
．
 

一
一
、
下
川
先
生
評
価
 

交
部
省
表
彫
の
貫
録
充
分
で
あ
り
、
 

権
威
か
更
に
飛
躍
さ
れ
て
い
る
．
 

1
、
地
域
社
会
に
結
ひ
つ
い
た
運
営
が
な
 

さ
れ
て
い
る
．
 

2
、
行
事
の
持
ち
方
が
民
主
的
で
議
事
運
 

営
も
効
果
的
で
あ
る
．
 

3
、
青
少
年
を
信
頼
し
人
格
を
尊
重
し
て
 

増
簿
す
る
．
 

4
、
封
建
的
権
威
の
是
正
、
民
士
商
 櫓
威
 

の
確
立
．
 

本
年
の
公
民
館
目
壕
 

1
、
成
人
散
育
の
必
要
と
公
民
館
の
施
設
 

の
充
穿
．
 

2
、
指
導
者
の
確
立
．
 

3
、
学
校
教
青
機
能
の
能
力
体
制
の
確
立
 

4
、
分
館
と
本
館
の
関
係
．
 

一
体
に
な
つ
て
郷
土
社
会
の
振
興
確
 

立． 

粛
聖
争
総
衆
議
院
議
員
 

総
選
挙
結
果
に
つ
い
て
 

投
 
票
 
率
 
調
 

投
 

票
 

I

,
 

棄
 
権
 
者
 
数
 

投
 

栗
 
者
 
数
 

当
日
の
有
権
者
数
 

区
 

分
 

A
」」 

A
巨
 

四
一
」
ハ
 

三
、
 
大
七
五
 

四
、
〇
九
一
 

男
 

AA

」瓦 
四
七
四
 

三
、
五
大
大
 

四

、

 〇
四
〇
 

女
 

入
九
・
一
％
 

入
九
n
 

七
、
」
四
一
 

入
、
 

一
三
一
 

2
、
投
票
の
内
課
 

投
”
？
総
数
七
、
四
一
二
｛
鶏
麟
 

無
効
投
票
率
 

ニ
・
四
三
％
 

七
、
〇
大
五
 

一
七
六
 

3
、
各
候
補
者
の
得
票
数
 

高
曲
 
敏一
1
1
 

木
ド
 
重
範
 

久
野
 

保
 

田
原
 

春
次
 

滝
井
 

義
高
 

候
補
者
氏
名
 

日
 

本
 

共
産
党
 

無
所
風
 

自
由
党
 

ク
 日

 
本
 

社
会
党
 

党
 
派
 

一
 

一
 

o
 

元

」

 

(
O
C
 

一
、
一
聖
 

」、 
A'
 

得
票
数
 」

小
林
 

足
水
 

」

 

有
馬
 

英
治
 

一
林
 

信
雄
 

池
田
 
値
治
 

平
井
 
義
一
 

候
補
者
‘
名
 

ク
 

自
由
党
 

（
鳩
」
 

自
由
覚
 

日
本
社
会
 

党
（
右
派
〕
 

自
由
党
 

党
 
派
 

一
一
一
 

全
 

】
 rIB 

、
ん
四
 

七
七
五
 

得
票
数
 

4
・、 

衆
議
院
議
員
総
選
奉
に
於
け
る
各
投
票
所
 

男
女
別
投
票
率
調
（
四
月
十
九
日
執
行
）
 

総
 

計
 

第
四
投
票
所
 

第
三
投
票
所
 

第
二
投
票
所
 

第
一
投
票
所
 

投
票
区
分
 

ク
 

人
員
 

ク
 

率
 

ク
 

人
員
 

＃
 

率
 

ク

 

人
員
 

一

 

、
C

美
人
 

ク
 

率
 

ク
 

人
員
 

投

票

 率
 

投
票
人
員
 

日・‘引ー 一 

A'
 

皿
、
六
一
奪
入
 

些
 '
I
 

A' %
 

一
、
七
六
六
人
 

会
宣
%
 

空

、

昌

％

 

看
」
入
 

き

、

皿

％

 

叫
さ
人
 

男
 

究
 
％
 

車
、
受
六
入
 

空
、
（
%
 

一
、
皿
全
入
 

凸

、

六

％

 

一、C
え
人
 

Y
 

「

 

ん

一

 

、

陽

 

巴
一
人
 

A'
 
、
C
%

 

一

 

圭
人
 

女
 

A'
 
、一 
～%; 

七
、
」
巴
人
 

一

 

ん

11
、

易

 

】一一、一重一人 

凸
一
、
九
％
 

」
、
一
●
四
人
 

・』 

ん
」
、
一
％
 

一
八
）
『
人
 

ん
O
、
C
%

 

を
」
」
人
 

計
 

一
一
、
稀
翫
総
謂
参
議
院
議
員
 

通
常
選
挙
結
果
に
つ
い
て
 

1
、
投
 
票
 
率
 

投
 

票
 

率
 

棄
 
権
 
者
 
数
 

投
 
票
 
者
 
数
 

当
日
の
有
権
者
数
 

区
 

分
 

入
七
％
 

五
一
一
六
 

三
、
 

五
」
ハ

11
一 

四
、
 
〇
入
九
 

男
 

一 

入
入
％
 

四
九
入
 

三
、
五
四
一
一
 

四
、
〇
四
〇
 

女
 

入
七
、
四
％
 

一
、
〇
一
一
四
 

七
、
 

一
〇
五
 

1、 
、 

ー一~ 

九 

ー
‘
翻
．
J
ー
 

2
、
投
票
の
内
躍
 

投票総数七、o
轟
綴
題
六
、
麟
鉦
効
投
票
率
六
％
 

3
、
地
方
国
各
候
補
者
得
黒
数
 

・
，
側
補
者
氏
名
一
党
 
派
 
得
票
数
一
候
補
者
氏
名
 

党
 
派
 
得
票
数
 

派 

吉
田
 
法
晴
 

如
会
財
 
誉
に
一
」
身
吉
秋
太
郎
 

無
所
属
 

四
八
 

制

木

 
亨
弘
 

自
由
党
 

二
ん
01
』
 
野
田
 
俊
作
 

緑
風
会
 

」一昌 

森
原
 
春
一
 

日
 

一一玉 

4
、
全
園
優
各
候
補
者
得
票
数
（
百
票
以
上
の
者
の
み
〕
 

豊
瀬
 
積
一
 

鮎
川
 
義
介
 

松
本
治
一
郎
 

阿
具
根
 
登
 

候
『
者
氏
名
 

日
 

本
 

」」」除・弾 

無
所
属
 

日
 

本
 

社
会
党
 

日
 

本
 

社
会
党
 

党
 
派
 

一交 
三

ん

 

rIB 
二
穴
」
一
 

得
票
教
一
 

梶
原
 
茂
嘉
 

・
森
田
 

義
衛
 

重
政
 
庸
徳
 

横

山

 
プ
ク
 

候
補
者
氏
名
 

無
所
属
 

無
所
属
 

自
由
党
 

血
所
属
 

党
 
派
 

量
 

一晶 電 
得
票
数
 

5
、
琴
議
院
議
員
通
常
選
奉
に
於
け
る
各
投
票
所
 

男
女
別
投
票
率
調
（
四
月
二
十
四
日
執
行
）
 

総
 

割
 

第
四
投
票
所
 

第
三
投
票
所
 

第
二
投
票
所
 

第
一
投
票
所
 

投
票
区
別
 

ク
 

歩
合
 

ク
 

人
員
 

ク
 

歩
合
 

ク
 

人
員
 

ク
『
歩
合
 

ク 

人
員
 

ク
 

歩
合
 

ク
 

人
員
 

投
票
歩
合
 

投
票
人
員
 

区
 

分
 

F
ー

隣

 

一
（
富
杢
人
 

と
、
ん
％
 

一 

一
 

、

七

突

人

 

七
ん
、
六
％
 

一

 

、
C1 

主

入

 

A'
 

A'
 

%
 

旦
六
一
」
人
 

一

 

A

,- 

7
、
C
 
~%; 

襲
え
人
 

男
 

ー

 

A,-
 

三
醤
」
人
 

と
、
C
%
 

一
、
毒
窒
人
 

全
％
 

一、一O 
rIB
 

人
 

「

 

た

、

」

%

 

四
口
へ
入
 

令
 

四
六
」
人
 

女
 

」・ー」」」」m 

！
、
一
呈
人
 

ん
一
、
五
％
 

一」、一一三人 

凸

、

口

％

 

一

 

」

、

二

ん

入

 

ん
C
I

」
％
 

一
七
口
人
 

八
七
、
口
％
 

一

 

ん

昌

人

 

計 

青
壮
年
遣
米
視
察
団
 

福
岡
県
代
表
 

芦一 

馬

 

虎

 

雄
 

前
略
 
皆
様
お
変
り
な
き
事
叱
存
じ
ま
す
 

私
も
お
蔭
で
元
気
旺
盛
で
、
数
日
後
の
ハ
 

6
 

、 



1
 

、
 

6
 

、
 

3
 

《hJ 9
 

報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

、、ノ 3
 

／ー 

『 

昭
 

)
 

ワ
イ
上
陸
を
、
大
い
に
期
待
し
て
居
り
ま
 

す
．
渡
米
に
際
し
て
種
大
御
高
配
を
頂
き
 

厚
く
お
礼
申
上
ま
す
．
何
う
も
船
が
揺
れ
 

て
交
字
が
う
ま
＜
書
け
ま
せ
ん
が
、
何
卒
 

御
判
読
下
さ
い
．
 

新
聞
等
で
既
に
御
承
知
の
如
く
、
横
浜
で
 

は
壮
大
華
麗
な
る
見
送
り
に
意
気
愈
A
昂
 

然
た
る
も
の
が
有
つ
た
が
、
悲
し
む
べ
し
 

三
等
船
室
の
悲
哀
は
、
是
を
称
し
て
吾
た
 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
悲
哀
と
謂
う
か
、
ム
ッ
 

と
す
る
異
様
な
空
気
に
思
は
ず
ク
ラ
‘
、
 

と
な
り
そ
う
だ
、
二
日
目
の
昼
食
後
折
角
 

の
御
馳
走
も
少
A
吐
出
し
た
、
一
回
切
り
 

で
す
が
、
九
州
勢
は
中
た
元
気
旺
盛
連
日
 

議
論
百
出
、
ロ
角
泡
を
飛
ば
し
て
は
、
ジ
 

ヤ
パ
ニ
イ
ズ
ダ
ン
ス
（
炭
坑
節
、
東
京
音
 

頭
）
を
始
め
る
と
調
“
っ
、
頭
は
グ
ラ
！
く
，
 

し
て
居
る
が
何
う
に
か
」
百
目
頃
に
な
る
 

と
室
の
空
気
に
も
馴
れ
て
来
た
．
 

二
日
目
の
朝
、
皇
太
子
殿
下
が
炭
坑
節
を
 

御
覧
に
な
つ
て
い
る
と
言
う
の
で
、
飛
ん
 

で
上
る
、
勿
論
カ
メ
ラ
を
持
つ
て
ー
間
と
 

は
離
れ
て
い
な
い
所
に
お
立
ち
に
な
つ
て
 

終
始
ニ
コ
？
く
、
と
御
覧
に
な
つ
て
居
ら
れ
 

る
、
私
は
一
生
懸
命
カ
メ
ラ
の
ビ
ン
ト
を
 

合
せ
一
”
た
ら
、
気
の
毒
と
思
は
れ
た
の
 

か
、
物
蔭
か
ら
出
ら
れ
て
、
私
の
真
前
に
 

立
つ
て
、
ボ
1
ズ
を
し
て
下
さ
つ
た
．
連
 

統
三
枚
撮
ら
し
て
貰
つ
た
が
実
に
自
然
で
 

吾
大
の
殿
下
だ
と
本
当
に
頭
が
下
つ
た
．
 

隣
の
方
で
一
生
懸
命
バ
レ
1
遠
征
大
学
生
 

が
稽
古
を
し
て
い
た
が
、
た
ま
！
ー
 
ボ
1
 

ル
が
殿
下
の
頭
に
ポ
カ
ッ
と
当
つ
た
、
一
 

同
ハ
ッ
と
思
つ
て
疑
然
と
し
た
が
、
殿
下
 

は
ニ
コ
？
、
と
笑
つ
て
居
ら
れ
た
だ
け
で
 

す。 
や
が
て
次
の
室
で
ピ
ン
ポ
ン
を
や
ら
れ
て
 

い
る
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
自
然
 

の
落
着
き
、
一
生
の
光
栄
是
に
勝
る
も
の
 

は
有
り
ま
せ
ん
．
一
行
中
殿
下
を
相
手
に
 

ビ
ン
ポ
ン
を
さ
れ
た
入
が
居
り
ま
す
が
、
 

と
て
も
上
手
で
三
人
瞬
時
に
負
け
て
了
つ
 

た
と
か
、
兎
に
角
、
四
日
目
の
今
日
も
殿
 

下
の
公
式
訪
問
が
有
り
、
各
新
聞
社
の
カ
 

メ
ラ
や
録
音
も
有
り
ま
し
た
．
 
ハ
ワ
イ
で
 

ヒ
り
ッ
ビ
ン
人
が
降
り
て
サ
ン
フ
ラ
ン
ツ
 

ス
コ
え
着
く
前
に
船
中
に
て
、
殿
下
を
囲
 

ん
で
団
藁
の
会
を
開
催
す
る
事
に
な
り
つ
 

、
有
り
ま
す
，
ヒ
リ
ッ
ピ
ン
人
は
全
く
の
 

瞬
間
主
義
で
晩
は
遅
く
迄
バ
ク
チ
を
や
つ
 

て
居
り
ま
す
．
船
中
穏
か
で
す
が
戦
時
中
 

、
日
本
軍
に
相
当
や
ら
れ
て
居
た
ら
し
く
 

良
い
感
じ
は
持
つ
て
居
な
い
様
で
す
．
船
 

中
の
食
物
は
、
正
に
豪
勢
な
も
の
で
自
他
 

共
に
称
し
た
健
談
家
も
正
に
顔
色
な
し
と
 

言
う
と
こ
ろ
、
カ
ロ
リ
1
百
パ
1
セ
ン
ト
 

此
の
様
な
食
物
を
摂
つ
て
い
た
の
で
は
、
 

日
本
農
家
は
つ
ぶ
れ
て
了
う
は
必
条
で
、
 

昨
年
の
例
で
ば
帰
省
の
船
の
食
物
は
、
不
 

拙
く
て
食
え
な
か
つ
た
と
聞
く
に
及
ん
で
 

は
、
米
国
人
の
食
物
の
豊
冨
さ
は
想
像
に
 

余
り
有
り
と
、
吃
驚
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
 

g
っ
し
て
満
ち
足
り
た
生
活
の
中
で
、
何
 

か
物
足
り
な
い
空
虚
な
も
の
を
感
じ
る
の
 

は
不
患
議
で
す
．
冷
静
に
反
省
し
て
見
る
 

と
、
一
刻
一
刻
米
国
を
離
れ
て
居
る
感
じ
 

で
す
．
物
質
で
購
い
得
ざ
る
心
の
依
り
処
 

な
き
生
活
に
、
段
女
興
味
が
な
く
な
つ
て
 

来
る
様
な
気
持
で
す
．
物
は
足
り
な
く
て
 

も
心
で
購
い
得
る
日
本
農
民
の
豊
さ
を
感
 

じ
来
つ
、
有
り
ま
す
．
 

謁
然
之
果
な
ん
方
や
白
浪
の
 

さ
ら
p
、
ゆ
ら
り
と
太
洋
を
渡
る
．
 

村
中
の
方
A
え
隈
な
く
便
り
し
た
い
け
れ
 

ど
も
中
A
容
易
で
な
く
、
心
な
ら
ず
も
御
 

無
沙
汰
勝
ち
と
な
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
 

何
卒
宜
敷
く
村
内
の
方
大
え
御
伝
声
下
さ
 

い
．
轟
女
と
に
ぶ
い
音
を
立
て
白
浪
切
つ
 

て
船
は
ハ
ワ
イ
え
？
く
、
と
進
航
し
ま
す
．
 

亦
面
自
い
ニ
ユ
1
ス
も
有
る
事
と
思
い
ま
 

す
が
今
日
は
是
で
失
礼
致
し
ま
す
．
で
は
 

皆
様
御
与
嫌
良
く
．
 

四
月
四
日
午
前
一
時
半
 

太
平
洋
上
ウ
イ
ル
ソ
ン
号
 

放
談
室
に
て
 

野
地
園
芸
組
合
の
 

共
同
育
苗
を
か
え
り
み
て
 

長
 
尾
 
普
 

及
 
員
 

一
月
下
旬
だ
つ
た
と
思
う
．
野
地
園
芸
組
 

合
の
某
氏
よ
り
「
私
の
処
の
組
合
員
は
千
 

円
近
い
種
子
（
ト
マ
ト
，
ナ
ス
、
胡
瓜
）
 

を
毎
年
使
つ
て
育
苗
し
て
い
る
が
、
失
敗
 

の
く
り
か
え
し
で
あ
る
か
ら
今
年
は
共
同
 

育
苗
を
計
画
し
て
い
る
の
で
宜
敷
く
た
の
 

む
」
と
の
相
談
が
あ
つ
た
．
温
床
の
準
傭
 

及
び
今
迄
の
失
敗
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
 

夜
間
講
話
会
に
出
席
し
組
合
員
の
青
苗
に
 

対
す
る
熱
意
に
動
か
さ
れ
た
。
床
土
が
な
 

い
た
め
一
時
は
断
念
し
た
が
、
昨
年
の
甘
 

藷
育
苗
の
床
土
を
掘
り
上
げ
て
施
肥
、
消
 

毒
を
行
い
、
不
見
全
な
が
ら
二
月
九
日
踏
 

込
（
稲
ワ
ラ
と
石
灰
窒
業
主
材
）
二
月
十
 

四
日
に
二
寸
の
間
隔
に
条
播
き
を
行
い
砂
 

を
覆
つ
た
．
以
後
、
組
合
員
の
細
心
の
注
 

意
の
も
と
に
行
は
れ
（
替
理
に
よ
つ
て
、
 

発
芽
期
の
降
雨
続
き
に
よ
る
徒
長
も
少
く
 

一
本
の
立
枯
病
も
発
生
せ
ず
順
調
に
生
育
 

し
た
．
三
月
中
旬
苗
を
各
自
が
持
ち
帰
り
 

苗
の
間
隔
を
大
寸
×
五
寸
程
度
に
床
を
広
 

げ
、
今
迄
の
経
験
を
生
か
し
て
充
分
な
る
 

管
理
を
行
つ
た
た
め
失
敗
す
る
も
の
一
人
 

も
な
く
、
一
月
下
旬
に
播
種
を
行
つ
た
も
 

の
を
し
の
ぐ
良
苗
が
得
ら
れ
、
四
月
一
干
 

日
か
巨
一
十
五
日
頃
ま
で
に
定
植
が
行
は
 

れ
た
．
 

本
年
は
例
年
本
村
の
果
菜
の
苗
の
大
部
 

分
を
供
給
し
て
い
た
永
末
さ
ん
が
、
自
家
 

用
の
健
苗
の
育
成
に
専
念
し
た
た
め
苗
の
 

不
足
を
来
し
、
購
入
農
家
は
相
当
困
ら
れ
 

た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
自
分
の
家
に
植
 

付
け
る
果
菜
類
の
苗
は
自
分
で
作
る
よ
う
 

今
か
ら
床
土
の
準
備
を
す
す
め
た
い
も
の
 

で
あ
る
．
 

五
月
の
農
事
メ
モ
 

麦
、
枯
熟
れ
の
防
止
I
麦
は
生
青
初
期
 

に
乾
燥
を
好
み
、
成
熟
期
に
或
程
度
の
湿
 

度
を
必
要
と
す
る
．
し
か
る
に
、
本
地
方
 

に
於
い
て
は
こ
れ
に
反
し
、
初
期
の
降
水
 

量
多
く
麦
は
湿
害
を
う
け
、
根
は
浅
く
表
 

土
に
ま
ん
え
ん
し
、
成
熟
期
に
極
度
の
乾
 

燥
に
逢
う
た
め
土
壌
水
分
の
不
足
を
来
た
 

し
枯
れ
熟
れ
と
な
り
、
子
実
の
充
実
悪
く
 

＜
す
麦
が
多
く
な
る
．
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
 

冬
期
に
申
耕
を
深
く
行
つ
た
り
、
排
水
を
 

囲
つ
て
麦
の
根
を
＋
嚢
の
深
層
部
に
伸
長
 

さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
．
し
か
し
此
の
 

様
な
手
入
の
出
来
な
い
場
合
の
最
も
効
果
 

的
な
枯
れ
熟
れ
防
止
法
は
、
土
壌
の
乾
燥
 

す
る
時
期
に
水
分
を
補
給
い
ぐ
る
の
で
あ
る
 

最
五
商
単
で
効
果
の
あ
が
る
の
は
、
六
月
 

の
乾
燥
期
に
畦
溝
に
夜
間
通
水
す
る
こ
と
 

で
あ
る
．
 

病
害
の
防
除
”
麦
は
出
穂
期
以
降
に
種
 

A
の
病
害
が
発
生
し
易
い
．
各
種
鋳
病
や
 

赤
徽
病
は
其
の
代
表
的
な
も
の
で
、
こ
れ
 

を
防
除
す
る
た
め
に
は
石
灰
、
硫
黄
合
剤
 

の
一
〇
〇
倍
液
か
ダ
イ
セ
1
ン
水
一
斗
一
 

二
匁
液
を
撒
布
す
る
。
赤
徽
病
は
本
地
方
 

で
は
「
ア
マ
グ
サ
レ
」
と
呼
ば
れ
麦
に
対
 

し
て
最
も
被
害
の
大
き
い
も
の
で
、
出
穂
 

期
か
ら
乾
熟
期
に
か
け
て
降
雨
の
際
に
伝
 

染
す
る
．
従
つ
て
、
出
穂
後
降
雨
前
に
薬
 

剤
撒
布
を
行
い
、
降
雨
の
続
＜
際
は
雨
の
 

晴
れ
間
に
石
灰
、
硫
黄
合
剤
八
〇
ー
一
O
 

O
倍
液
券
撒
布
廃
る
・
 

麦
ワ
ラ
の
処
理
I
焼
却
せ
ず
に
堆
積
し
て
 

お
き
、
牛
馬
の
敷
ワ
ラ
と
し
た
り
農
閑
期
 

に
速
成
堆
肥
を
作
る
材
料
と
す
る
．
 

苗
代
、
追
肥
H
早
い
も
の
は
五
月
下
旬
 

頃
か
ら
肥
料
切
れ
が
起
り
、
胡
麻
葉
枯
病
 

の
発
生
を
見
る
こ
と
が
あ
る
．
こ
の
場
合
 

、
落
水
し
て
坪
当
り
硫
安
を
三
ー
五
匁
、
 

塩
化
加
里
を
二
匁
位
を
水
に
と
か
し
て
如
 

露
で
撒
布
す
る
．
 

深
水
を
さ
け
る
廿
深
水
で
苗
を
育
て
る
 

と
下
葉
の
枯
死
が
阜
＜
、
苗
の
分
ケ
ツ
す
 

る
芽
の
あ
る
茎
部
の
肥
大
が
阻
害
さ
れ
て
 

不
良
苗
と
な
る
か
ら
深
水
を
さ
け
る
こ
と
 

菜
種
、
蛾
虫
の
防
除
 11 

菜
種
の
成
熟
期
 

に
早
天
が
続
く
と
蛾
虫
（
本
地
方
で
は
ノ
 

ダ
レ
と
云
う
）
が
多
く
発
生
す
る
か
ら
、
 

ニ
ッ
カ
リ
ン
の
二
、
五
〇
（
尾
町
液
か
硫
酸
 

ニ
コ
チ
ン
四
〇
％
の
八
〇
O
倍
液
、
B
H
 

c
粉
剤
反
当
三
既
撤
布
す
る
．
 

収
穫
I
菜
種
の
収
穫
の
適
期
は
莱
種
の
 

一
番
下
か
ら
出
た
枝
の
最
上
位
の
英
の
中
 

の
種
実
が
褐
色
に
変
り
始
め
た
時
期
で
あ
 

る． 疏
菜
、
ト
マ
ト
甘
側
枝
の
発
生
を
防
ぐ
 

た
め
芽
掻
ぎ
を
行
う
が
、
と
の
場
合
摘
果
 

を
兼
ね
行
う
．
摘
果
は
ト
マ
ト
の
一
果
房
 

に
数
多
く
着
果
す
る
と
一
個
当
り
の
肥
大
 

が
悪
く
品
質
を
害
す
る
の
で
、
こ
れ
を
「1 

ー
四
個
に
制
限
す
る
．
摘
果
の
や
り
方
は
 

】
花
房
の
基
部
の
も
の
が
授
精
し
で
肥
大
 

を
始
め
た
ら
三
ー
四
果
を
残
し
て
先
端
の
 

花
及
び
雷
を
つ
み
と
る
の
で
あ
る
．
此
の
 

場
合
、
タ
バ
コ
を
扱
つ
た
手
で
ト
マ
ト
を
 

処
理
す
る
と
タ
バ
コ
の
バ
イ
ラ
ス
病
が
ト
 

マ
ト
に
伝
染
す
る
か
ら
特
に
注
意
を
要
す
 

る． 
追
肥
は
第
一
果
房
が
肥
大
を
始
め
て
か
ら
 

施
用
す
る
が
よ
い
．
 

農
業
改
良
普
乃
倉
『
 

結
婚
改
善
に
つ
い
て
 

今
般
田
川
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
主
唱
の
 

下
に
郡
内
各
町
村
が
協
力
し
て
生
活
改
善
 

運
動
を
興
す
こ
と
に
な
つ
た
が
、
本
村
で
 

は
生
活
改
善
中
先
づ
結
婚
改
善
に
乗
出
た
 

本
紙
二
月
号
で
掲
載
し
た
如
く
、
既
に
古
 

門
分
館
で
は
実
行
し
て
い
る
の
で
、
之
を
 

全
村
に
普
及
徹
底
す
る
よ
う
努
力
す
る
．
 

左
に
結
婚
改
善
規
約
を
挙
げ
る
．
 

田
川
郡
結
婚
改
善
規
約
 
（案） 

一
、
目
 
的
 
田
川
郡
生
活
改
善
委
員
会
 

は
新
ら
し
い
結
婚
理
念
に
基
き
、
 

虚
礼
を
廃
し
、
無
駄
を
省
き
、
ぜ
 

い
た
く
を
つ
、
し
み
、
簡
素
に
し
 

て
厳
粛
な
結
婚
式
を
行
い
、
合
理
 

的
且
つ
能
率
的
な
生
活
態
度
を
た
 

て
る
た
め
に
と
の
規
約
を
つ
く
る
 

一
一
、
方
 

針
 

言
‘
齢
』
I
●
臨
罵
k
】 

、 



(4) 報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

、
 

(b 、
 

3
 

5
 

qJ 

1
、
結
婚
改
善
規
約
の
趣
冒
、
目
的
 

は
常
に
機
会
を
求
め
て
と
れ
が
普
 

及
徹
底
か
期
す
る
．
 

2
、
過
去
の
因
襲
を
打
破
し
、
新
ら
 

し
い
結
婚
理
念
を
た
て
る
．
 

3
、
受
入
れ
側
の
み
な
ら
ず
嫁
方
の
 

負
担
を
も
か
る
く
す
る
．
 

4
、
挙
式
の
準
備
、
方
法
、
披
露
の
 

様
式
は
大
綱
に
止
め
る
．
 

5
、
各
町
村
の
実
際
に
つ
い
て
は
本
 

規
約
を
基
準
と
し
て
、
実
情
に
応
 

じ
て
多
少
変
更
の
余
地
を
与
え
る
 

6
、
本
規
約
は
委
員
会
に
於
て
必
要
 

と
認
め
た
と
き
は
改
正
す
る
 

三
、
運
営
方
針
 
各
町
村
毎
に
結
婚
改
善
 

推
進
委
員
を
選
出
し
、
委
員
は
責
 

任
を
以
つ
て
そ
の
啓
豪
と
実
践
に
 

あ
た
る
．
 

四
、
運
営
の
実
際
 

①
挙
式
前
の
事
項
 

1
、
済
 
酒
・
・
商
一
升
、
頭
付
魚
一
 

尾
と
し
、
披
露
な
ど
は
成
る
べ
く
 

簡
素
に
す
る
．
 

2
、
結
 
納
・
・
案
包
み
は
簡
素
に
す
 

る
（
市
売
六
〇
〇
円
程
度
〕
 

結
納
料
は
一
万
円
以
内
レ
」
し
、
品
 

物
は
廃
す
．
 

※
結
納
は
済
酒
と
同
時
に
行
う
こ
 

と
が
望
ま
し
い
．
 

3
、
茶
開
き
：
全
廃
す
る
．
 

4
、
式
 
服
・
・
有
合
わ
せ
の
も
の
を
 

使
用
し
、
新
調
し
な
い
．
 

（
公
民
館
備
付
が
あ
れ
ば
成
る
べ
 

く
こ
れ
を
使
用
す
る
）
 

5
、
支
 
度
…
た
ん
す
、
長
持
、
ふ
 

と
ん
等
の
調
度
並
び
に
衣
類
の
新
 

調
は
見
合
は
せ
、
後
日
新
家
庭
に
 

於
て
必
要
に
応
じ
整
え
る
．
 

但
し
鏡
台
、
針
箱
は
こ
の
限
り
で
 

な
い
．
 

6
、
結
 
髪
・
・
白
由
と
す
る
も
当
日
 

限
り
と
す
る
．
 

7
、
見
 
立
・
・
家
族
、
近
親
者
並
び
 

に
深
変
あ
る
者
に
止
め
、
簡
素
な
 

席
と
す
る
．
 

（
嫁
の
場
合
は
出
来
る
だ
け
茶
会
 

と
し
、
婿
の
場
合
は
酒
二
合
平
均
 

料
理
は
五
品
程
度
と
す
る
）
 

8
、
眼
…
 
他
人
向
は
元
則
と
し
て
 

廃
止
す
る
．
 

②
挙
式
事
項
 

1
、
式
場
：
施
設
、
設
備
の
あ
る
と
 

こ
ろ
は
成
る
べ
く
公
民
館
そ
の
他
 

に
於
て
の
出
合
」
董
八
を
本
体
と
す
 

る． 

2
、
式
典
・
・
本
式
に
は
新
郎
、
新
婦
 

伸
介
人
、
雨
親
、
近
親
代
表
者
列
 

席
し
、
厳
粛
な
「
盃
こ
と
」
の
み
 

に
止
め
る
．
 

3
、
祝
 
宴
 

◇
式
典
後
引
続
き
本
客
、
披
露
宴
 

を
兼
ね
行
》
っ
．
 

◇
参
列
者
は
式
典
参
列
者
の
他
に
 

特
に
深
変
あ
る
者
を
加
え
る
．
 

◇
料
理
：
引
物
、
土
産
、
本
膳
を
 

廃
し
、
七
品
以
内
（
三
O
〇
円
 

以
内
）
と
す
る
．
 

◇
酒
・
！
一
人
平
均
三
合
以
内
と
す
 

る・ 

◇
花
嫁
の
着
替
え
は
一
回
限
り
と
 

す
る
．
 

4
、
加
勢
・
・
必
要
限
度
に
止
め
、
出
 

来
る
だ
け
少
く
し
、
加
勢
人
に
対
 

す
る
特
別
な
慰
労
は
し
な
い
．
 

③
挙
式
後
の
事
項
 

工
、
式
典
、
披
露
を
終
れ
ば
直
ち
に
 

引
取
り
、
実
家
に
於
け
る
二
次
会
 

等
は
行
わ
な
い
．
 

2
、
近
隣
披
露
・
・
条
話
会
程
度
と
す
 ー

 
る． 

3
、
初
歩
き
：
商
素
に
し
、
土
産
＜
 

ば
り
は
廃
止
す
る
．
 

4
、
婿
入
り
、
中
元
、
歳
暮
は
原
則
 

と
し
て
全
廃
す
る
．
 

④
其
の
他
 

1
、
健
康
診
断
・
・
結
婚
当
事
者
は
挙
 

式
前
に
健
康
診
断
書
を
取
り
交
わ
 

す
様
奨
励
す
る
．
 

2
、
新
婚
旅
行
…
新
婚
の
門
出
を
祝
 

福
し
、
新
生
活
設
計
の
機
会
を
与
 

え
る
意
味
で
一
、
二
泊
程
度
の
軽
 

旅
行
を
さ
せ
る
こ
と
が
有
意
義
で
 

あ
る
．
 

3
、
郡
外
関
係
・
・
仲
介
人
に
於
て
先
 

方
の
諒
解
を
求
め
、
田
来
る
だ
け
 

本
規
約
に
準
す
る
様
努
力
す
る
．
 

4
、
本
規
約
に
基
い
て
挙
式
す
る
場
 

合
に
限
り
、
結
髪
、
着
付
、
記
念
 

撮
影
等
は
成
る
べ
く
公
民
館
よ
り
 

業
者
へ
の
協
足
料
金
を
定
め
て
斡
 

旋
す
る
様
に
取
計
う
．
 

三

つ

の

花

 

一
、
机
の
上
の
赤
い
花
 

可
愛
い
小
さ
な
バ
ラ
の
花
 

身
に
偽
り
を
 
持
た
な
い
よ
う
に
 

悲
し
そ
う
に
 
教
え
ま
し
た
 

二
、
お
部
屋
の
机
の
上
に
あ
る
 

花
瓶
に
生
け
て
る
矢
車
草
 

優
し
い
人
に
な
る
 
よ
う
に
 

肩
に
よ
り
そ
い
 
教
え
ま
し
た
 

三
、
野
辺
に
咲
い
て
る
彼
岸
花
 

大
き
な
花
び
ら
ふ
る
わ
せ
て
 

業
直
な
人
に
 
な
る
や
う
に
 

頭
ふ
り
ノ
‘
、
 

教
え
ま
し
た
 

す
ぐ
め
貝
 

一
、
朝
露
わ
け
て
 
触
れ
歩
く
 

「
す
y
め
貝
よ
で
ざ
つ
し
よ
」
 

に
さ
そ
わ
れ
て
 

一
舛
こ
わ
！
ー
 

買
い
ま
し
た
 

朝
も
タ
べ
も
 
亦
朝
も
 

食
ぺ
て
残
つ
た
 
す
y
め
貝
 

二
、
ザ
ル
に
入
れ
た
ら
 
物
雷
つ
た
 

プ
ツ
！
I
、
ガ
サ
ッ
と
 
物
言
つ
た
 

す
y
め
貝
の
小
言
は
 
初
め
て
だ
 

口
を
開
け
た
り
 
結
ん
だ
り
 

そ
の
中
す
y
め
は
 
死
ん
で
い
た
 

三
、
川
か
ら
町
え
 
遥
A
と
 

栄
養
ス
1
プ
に
 
身
を
投
げ
て
 

私
を
助
け
に
 
来
た
も
の
を
 

ひ
と
り
暮
し
で
 
こ
の
始
末
 

御
覧
な
さ
い
よ
 
す
y
め
貝
さ
ん
 

四
月
中
新
刊
書
 

著
 

者
 

松
丸
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摩
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武
谷
 
三
男
 

岩
崎
 

卿
 

山
田
 

長
与
 

中
村
 

石
川
 

古
谷
 

文
雄
 

善
郎
 

克
郎
 

達
三
 

綱
武
 

オ
ル
ー
丁
1

ガ
 

梅
田
 
晴
夫
 

鹿
島
 
孝
一
一
 

徳
田
 
秋
声
 

書
 

名
 

農
民
か
ら
都
会
人
 

へ
5

つ
た
え
る
 

み
な
殺
し
戦
争
と
 

し
て
の
現
代
戦
 

新
し
い
映
画
の
見
 

方
 

若
き
妻
の
知
性
 

最
澄
と
察
海
 

日
本
の
息
子
た
ち
 

青
色
革
命
 

青
春
の
生
き
方
 

変
愛
論
 

母
の
肖
像
 

恕
れ
三
平
 

関
白
マ
ダ
ム
 

昭
和
文
学
全
集
 

徳
田
秋
声
集
 

服
部
卓
四
郎
 

藤
村
 

作
 

下
中
弥
三
郎
 

毎
日
新
聞
社
 

大
東
亜
戦
響
全
史
 

（

一

 

）

 

現
代
文
学
総
説
 

（

 

一
 

）

 

世
界
歴
史
事
典
 

毎
日
新
聞
縮
刷
版
 

三
月
号
 

春
祭
り
の
惨
事
 

五
月
七
日
八
幡
神
社
春
祭
り
の
鳥
居
墜
落
 

事
故
は
、
前
古
未
曽
有
の
珍
事
に
し
て
、
 

即
死
二
名
、
重
傷
七
名
で
被
害
者
は
勿
論
 

遺
族
に
対
し
て
何
と
も
慰
安
の
言
葉
も
無
 

い
が
、
事
は
神
社
の
祭
事
に
よ
り
惹
起
せ
 

る
を
以
て
、
村
と
し
て
は
九
日
午
前
十
時
 

か
ら
緊
急
村
議
会
を
召
集
、
不
敢
取
弔
慰
 

並
に
見
舞
金
と
し
て
拾
五
万
円
の
支
出
を
 

決
定
、
村
長
、
議
長
共
に
各
家
庭
を
訪
問
 

弔
慰
し
た
．
 

と
れ
に
対
し
被
災
家
族
よ
り
鄭
重
な
感
謝
 

の
言
葉
の
あ
り
ま
し
た
事
を
皆
様
に
報
告
 

致
し
ま
す
．
 

一

 

敬
 

弔
一
 

永
ら
く
村
政
の
為
書
捧
せ
ら
れ
た
故
高
津
 

高
蔵
氏
は
去
る
五
月
八
日
急
逝
さ
れ
ま
し
 

た
．
氏
は
本
村
会
議
員
と
し
て
数
育
民
生
 

常
任
委
員
の
要
職
に
あ
り
又
消
防
委
員
と
 

し
て
も
其
の
敏
腕
を
ふ
る
い
、
村
民
一
同
 

氏
の
御
逝
去
を
い
た
く
惜
み
謹
み
て
哀
悼
 

の
意
を
表
し
ま
す
．
 

因
に
御
遺
族
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
金
参
 

千
円
の
御
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
、
近
く
夫
 

れ1
、
の
機
関
に
諮
り
永
く
其
の
御
功
績
 

を
た
、
へ
た
い
と
存
じ
ま
す
．
紙
上
を
か
 

り
関
係
各
位
へ
厚
く
お
礼
申
上
ま
す
．
 

四月 フ’ツ ク ノレ‘ー J、 

友の会新登録 

学 生 ］ 

一 般 

青「 
》

。

 

利用される図書 冊数 

総 記…学習百科辞典 
哲 学・・一人格と人類性 
歴史…生きている日本史 
社会科学・・・日本経済読本 
自然科学・・・八間の歴史 
産 業・・・疏菜園芸相談 
文 学・・・山本有三全集 
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り
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球
噴
業
珠
生
徒
畿
計
 

官
炭
農
商
学
生
其
無
 

◇

原

稿

募

集

◇

 

一
、
論
文
、
随
筆
、
創
作
、
文
芸
 

評
論
何
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四
月
は
選
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と
青
年
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律
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誘
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